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（百万円未満切捨て）

（1）運用状況 （％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年２月期 1,611 23.5 946 35.0 871 34.3 870 34.3

2021年８月期 1,305 0.9 701 △2.1 648 △0.4 647 △0.4

１口当たり
当期純利益

自 己 資 本
当期純利益率

総 資 産
経常利益率

営 業 収 益
経常利益率

円 ％ ％ ％
2022年２月期 3,895 3.7 2.2 54.1
2021年８月期 2,899 2.8 1.7 49.7

１口当たり分配金
（利益超過分配金は

含まない）

分配金総額
（利益超過分配金は

含まない）

１口当たり
利益超過分配金

利益超過
分配金総額

配当性向 純資産配当率

円 百万円 円 百万円 ％ ％

2022年２月期 3,896 870 - - 100.0 3.7
2021年８月期 2,900 647 - - 100.0 2.8

(3）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １口当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円
2022年２月期 41,249 23,456 56.9 104,996
2021年８月期 38,971 23,233 59.6 104,000

営 業 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期 末 残 高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年２月期 2,583 △3,163 1,002 3,299
2021年８月期 783 △1,393 619 2,877

１．2022年２月期の運用、資産の状況（2021年９月１日～2022年２月28日）

(2）分配状況

(4）キャッシュ・フローの状況



（％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１口当たり分配金

（利益超過分配金は
含まない）

１口当たり
利益超過分配金

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 円

2022年８月期 1,825 13.3 1,086 14.7 966 10.9 965 10.9 3,867 －

2023年２月期 1,597 △12.5 880 △18.9 772 △20.1 771 △20.1 3,091 －

①　期末発行済投資口の総口数（自己投資口を含む） 2022年２月期 223,400口 2021年８月期 223,400口

②　期末自己投資口数 2022年２月期 0口 2021年８月期 0口

２．2022年８月期の運用状況の予想（2022年３月１日～2022年８月31日）及び2023年２月期の運用状況の予想（2022年９

月１日～2023年２月28日）

（参考）１口当たり予想当期純利益（予想当期純利益÷予想期末発行済投資口の総口数）

（2022年８月期）3,866円、（2023年２月期）3,090円

※　その他

(1）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①　会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有

②　①以外の会計方針の変更               ：無

③　会計上の見積りの変更                 ：無

④　修正再表示                           ：無
（注）詳細は、17ページ「会計方針の変更に関する注記」をご覧ください。

(2）発行済投資口の総口数

（注）１口当たり当期純利益の算定の基礎となる投資口数については、26ページ「１口当たり情報に関する注記」を

ご覧ください。

※　決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※　特記事項

本資料に記載されている運用状況の見通し等の将来に関する記述は、本投資法人が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の運用状況等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま

す。実際の運用状況等に影響を与える可能性のある重要な要因には、新型コロナウイルス感染症の更なる感染拡大、

収束までの長期化等による、賃貸事業収入の減少、保有物件に入居するテナントの賃料不払いや倒産等が挙げられま

す。なお、運用状況に影響を与える要因はこれらに限定されるものではありません。また、本予想は分配金の額を保

証するものではありません。運用状況の予想の前提となる仮定及び運用状況の予想のご利用にあたっての注意事項等

については、７ページ「2022年８月期（2022年３月１日～2022年８月31日）及び2023年２月期（2022年９月１日～

2023年２月28日）の運用状況の予想の前提条件」をご覧ください。状況の変化により実際の営業収益、営業利益、経

常利益、当期純利益、１口当たり分配金及び１口当たり利益超過分配金は、変動する可能性があります。

以 上
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